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『人
形
』
の
検
討
Ⅲ
前
稿
（
１
）で
は
、
『
人
形
』
の
特
色
と
さ
れ
る
「
日
本
各
地
に
『
人
形
』
支
部
が
開
設
さ
れ
、
そ
の
頂
点
に
西
條
八
十
が
位
置
す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
組
織
形
態
」
（
鈴
木
貴
宇
氏
）
（
２
）
が
整
備
さ
れ
て
い
く
様
子
を
、
『
人
形
』
の
昭
和
七
年
頃
か
ら
十
一
年
頃
ま
で
の
誌
面
か
ら
う
か
が
う
と
と
も
に
、
『
人
形
』
が
打
ち
出
し
て
い
っ
た
方
向
を
あ
わ
せ
て
確
認
し
て
み
た
。
そ
の
続
稿
と
し
て
小
論
で
は
、
十
一
年
以
降
の
動
向
に
視
点
を
向
け
、
日
中
開
戦
前
後
の
時
期
に
『
人
形
』
が
模
索
し
た
動
き
を
確
か
め
て
い
き
た
い
。
Ⅰ
前
稿
で
も
述
べ
た
通
り
、
十
年
の
『
人
形
』
「
編
輯
後
記
」
で
当
時
編
集
を
担
当
し
て
い
た
加
藤
憲
治
は
、
「
歩
み
は
至
極
の
ろ
い
が
、
今
年
に
入
つ
て
詩
は
確
か
に
復
興
の
機
運
に
向
つ
て
き
た
や
う
だ
。
」 （
九
月
号
）
の
よ
う
に
、
「
詩
の
復
興
」
（
十
二
月
号
）
の
観
測
を
再
三
語
り
、
「
新
散
文
詩
か
ら
韻
律
詩
へ
」
（
「
本
年
の
本
誌
投
稿
作
品
に
つ
い
て
」
十
二
月
号
）
の
流
れ
に
そ
の
可
能
性
を
想
定
し
て
い
た
。
こ
の
想
定
は
、
十
二
年
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
川
路
柳
虹
「
新
律
格
詩
主
張
の
根
底
」
に
言
及
し
た
同
号
「
編
輯
後
記
」
の
「
現
在
の
日
本
の
詩
は
定
形
詩
又
は
律
格
詩
に
進
ん
で
行
く
よ
り
他
に
道
は
な
い
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
二
年
二
月
号
）
と
の
確
信
に
ま
で
発
展
さ
れ
る
が
、
そ
の
進
展
を
促
し
た
の
は
、
加
藤
の
同
時
代
の
詩
壇
や
詩
人
に
対
す
る
厳
し
い
視
線
と
、
そ
の
視
線
か
ら
導
か
れ
た
「
詩
の
復
興
」
の
方
向
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
十
一
年
か
ら
十
二
年
に
か
け
て
、
加
藤
は
「
編
輯
後
記
」
等
で
、
同
時
代
の
詩
壇
や
詩
人
へ
の
辛
辣
な
評
言
を
繰
り
返
す
と
と
も
に
、
そ
の
否
定
評
を
反
転
さ
せ
た
形
で
詩
の
進
路
へ
の
見
解
を
語
っ
て
い
た
。
例
え
ば
十
一
年
五
月
号
で
は
、
「
詩
を
衰
滅
」
さ
せ
る
の
は
「
自
分
以
外
に
読
者
を
持
た
な
い
詩
人
」
と
語
り
、
同
年
十
二
月
号
で
も
詩
壇
の
現
状
が
「
読
者
の
な
い
詩
壇
、
又
は
読
者
は
所
謂
詩
壇
の
詩
人
同
志 マ
マ」
と
形
容
さ
れ
、
そ
の
後
も
「
詩
人
が
詩
壇
と
い
ふ
狭
い
空
間
の
み
に
お
い
て
、
お
互
ひ
同
志
そ
の
作
品
を
見
せ
合
つ
て
ゐ
る
風
習
」
「
…
『
読
者
』
と
い
ふ
も
の
を
全
く
考
慮
し
な
い
変
則
の
歩
み
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
二
年
二
月
号
）、
あ
る
い
は
「
詩
人
の
読
者
は
即
ち
詩
人
自
ら
で
、
こ
れ
以
外
に
読
者
は
な
い
と
云
は
れ
る
や
う
な
、
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
で
あ
り
、
喜
劇
で
も
あ
る
一
種
の
変
形
的
相
互
扶
助
状
態
」
（「
詩
壇
的
私
語
」
十
二
年
三
月
号
）
と
い
っ
た
詩
壇
の
閉
塞
性
を
揶
揄
す
る
否
定
的
な
見
解
が
、
こ
の
時
期
相
次
い
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
こ
う
し
た
否
定
評
と
は
逆
の
方
向
と
な
る
「
読
者
」
を
重
視
す
る
詩
観
か
ら
、
加
藤
は
「
詩
の
復
興
」
へ
の
道
筋
を
描
い
て
い
く
。
そ
の
「
詩
を
発
展
さ
す
」
方
向
へ
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の
「
一
つ
の
方
法
」
と
し
て
、
詩
人
に
対
し
て
は
「
読
者
層
を
開
拓
す
る
こ
と
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
一
年
十
二
月
号
）
が
要
求
さ
れ
、
『
人
形
』
の
方
向
に
つ
い
て
も
、
「
驚
く
程
の
多
数
の
読
者
を
保
有
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
事
実
」
の
指
摘
に
続
け
て
、
こ
の
「
事
実
」
を
「
一
つ
の
重
大
要
素
と
し
て
、
詩
の
進
歩
の
方
法
の
上
に
実
践
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
」
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
、
「
詩
の
再
建
は
『
多
数
者
』
の
上
に
築
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
一
年
五
月
号
）
と
の
課
題
が
提
唱
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
十
二
年
二
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、「
詩
自
ら
の
進
歩
」
と
「『
読
者
』
と
い
ふ
エ
レ
メ
ン
ト
」
の
「
…
二
つ
の
相
反
し
た
や
う
に
見
ら
れ
る
方
向
を
一
致
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
本
誌
の
存
在
理
由
が
あ
る
…
」
と
の
記
述
が
あ
り
、
や
は
り
「
読
者
」
を
意
識
し
た
「
詩
の
進
歩
」
を
求
め
て
い
く
加
藤
の
姿
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
「
編
輯
後
記
」
で
「
…
定
形
詩
又
は
律
格
詩
に
進
ん
で
行
く
よ
り
他
に
道
は
な
い
…
」
と
の
主
張
が
述
べ
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
こ
で
は
「
反
社
会
的
に
偏
し
て
ゐ
る
詩
を
社
会
的
に
発
展
せ
し
め
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
デ
ゾ
ル
ド
ル
の
形
式
を
オ
ル
ド
ル
の
形
式
に
改
編
成
し
て
ゆ
く
よ
り
致
し
方
あ
る
ま
い
。」
と
語
ら
れ
る
よ
う
に
、「
定
形
詩
又
は
律
格
詩
」
へ
の
流
れ
を
、
加
藤
は
詩
の
「
社
会
的
」
な
「
発
展
」、「
詩
の
進
歩
」
と
捉
え
て
い
た
。
「
編
輯
後
記
」
で
語
っ
た
「
詩
の
進
歩
」
の
方
向
を
、
加
藤
は
誌
面
か
ら
も
打
ち
出
そ
う
と
し
て
い
た
。
西
條
八
十
「
詩
壇
の
危
機
」
（
十
一
年
十
二
月
～
十
二
年
一
月
号
）
か
ら
佐
藤
一
英
「
一
九
三
七
年
の
詩
壇
に
の
ぞ
む
」
（
十
二
年
一
月
号
）、
川
路
柳
虹
「
新
律
格
詩
主
張
の
根
底
」
（
十
二
年
二
月
号
）
と
続
く
詩
論
の
掲
載
で
は
、
「
定
形
詩
又
は
律
格
詩
」
の
必
要
性
が
主
張
さ
れ
、
加
藤
の
詩
観
に
沿
っ
た
誌
面
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
川
路
は
以
前
か
ら
『
人
形
』
に
登
場
し
、
詩
や
エ
ッ
セ
イ
の
他
に
、
「
詩
の
回
想
（
一
）～（
四
）
明
治
大
正
詩
壇
の
回
顧
」
（
九
年
九
月
～
十
二
月
号
）
や
「
自
由
詩
運
動
の
こ
ろ
」
（
十
一
年
六
月
号
）
と
詩
壇
回
想
も
寄
稿
し
、
『
人
形
』
へ
の
掲
載
の
多
い
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
「
新
律
格
詩
主
張
の
根
底
」
は
、
十
一
年
十
二
月
号
で
の
詩
「
抒
情
二
章
」
直
後
の
掲
載
で
あ
り
、
以
後
も
川
路
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
西
尾
洋
「
川
路
柳
虹
氏
と
の
一
時
間
」
（
十
二
年
五
月
号
）
を
始
め
、
エ
ッ
セ
イ
で
は
「
ロ
ー
マ
字
綴
り
に
つ
い
て
」
（
十
二
年
九
月
号
）、
「
新
涼
詩
談
」
（
十
三
年
九
月
号
）
と
掲
載
が
続
い
て
い
る
。
佐
藤
に
つ
い
て
も
初
登
場
と
な
っ
た
「
一
九
三
七
年
の
詩
壇
に
の
ぞ
む
」
以
降
、
十
二
年
の
号
で
は
川
路
同
様
、
佐
藤
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
西
尾
洋
「
佐
藤
一
英
氏
と
の
一
時
間
」
（
十
二
月
号
）
を
始
め
、
エ
ッ
セ
イ
、
詩
論
で
は
「
聯
と
新
定
型
詩
運
動
」
（
十
三
年
六
月
号
）、
「
第
三
の
も
の
」
（
十
四
年
一
月
号
）、
「
日
本
詩
の
性
格
の
一
角
に
ふ
れ
て
」
（
十
四
年
十
一
月
号
）
が
、
創
作
で
も
十
二
年
六
月
号
、
十
三
年
一
月
号
と
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
、
『
人
形
』
は
佐
藤
の
成
果
を
発
表
す
る
詩
誌
と
も
な
っ
て
い
る
。
十
三
年
六
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、
佐
藤
の
エ
ッ
セ
イ
に
触
れ
て
、
「
わ
れ
わ
れ
は
理
論
を
全
部
賛
成
し
た
い
。
そ
し
て
こ
の
他
に
数
種
の
進
歩
的
定
型
が
今
後
誕
生
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。」
と
の
加
藤
の
言
及
も
あ
り
、「
定
形
詩
又
は
律
格
詩
」
へ
の
支
持
は
、
以
後
の
『
人
形
』
で
も
表
明
さ
れ
て
い
く
。
十
一
年
後
半
か
ら
十
二
年
前
半
に
か
け
て
は
、
佐
藤
、
川
路
の
詩
論
だ
け
で
は
な
く
、
「
通
俗
詩
の
新
し
い
役
割
」
（
十
一
年
十
月
号
）、
「
詩
壇
的
私
語
」
（
十
二
年
三
月
号
）、
「
ロ
ー
マ
字
詩
運
動
の
理
由
」
（
十
二
年
五
月
号
）、
「
詩
壇
的
私
語
」
（
十
二
年
七
月
号
）
と
加
藤
自
身
の
詩
論
も
続
け
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
「
編
輯
後
記
」
と
「
今
年
度
の
本
誌
投
稿
作
品
に
つ
い
て
」
（
十
一
年
十
二
月
号
）
の
よ
う
な
投
稿
作
品
講
評
以
外
で
は
、
ほ
と
ん
ど
自
己
の
詩
観
を
語
っ
て
こ
な
か
っ
た
加
藤
だ
が
、
こ
の
時
期
積
極
的
に
自
己
の
詩
観
を
語
る
こ
と
で
、
『
人
形
』
に
一
つ
の
方
向
を
与
え
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
点
か
ら
見
れ
ば
、
『
人
形
』
の
読
者
が
好
ん
だ
小
曲
等
の
「
通
俗
詩
」
を
再
評
価
し
た
「
通
俗
詩
の
新
し
い
役
割
」
に
続
く
三
月
号
の
「
詩
壇
的
私
語
」
が
、
こ
の
時
期
の
自
身
の
詩
観
を
整
理
し
、
さ
ら
に
発
展
を
図
っ
た
論
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
（２）
「
『
詩
の
社
会
的
発
展
策
』
を
中
心
に
し
て
」
と
副
題
さ
れ
た
こ
の
論
で
は
、
十
二
年
一
月
号
の
ア
ン
ケ
ー
ト
「
一
、
わ
が
国
の
詩
を
社
会
的
に
発
展
繁
栄
せ
し
め
る
方
策
に
つ
い
て
？
二
、
詩
歌
懇
話
会
に
対
す
る
御
所
感
？
」
の
う
ち
、「
一
、」
へ
の
回
答
に
関
連
さ
せ
て
、「
詩
の
社
会
的
発
展
」
の
必
要
性
と
そ
の
道
筋
が
ら
れ
、「
編
輯
後
記
」
で
記
述
さ
れ
た
詩
観
が
集
約
さ
れ
た
後
に
、
あ
ら
た
め
て
「
詩
が
社
会
的
」
に
な
る
条
件
と
し
て
「
定
形
に
よ
る
詩
の
表
現
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
で
は
「
編
輯
後
記
」
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
音
声
の
問
題
も
提
起
さ
れ
て
い
た
。
当
時
は
詩
の
朗
読
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
北
川
冬
彦
か
ら
の
回
答
「
先
づ
何
よ
り
の
急
務
は
、
詩
に
『
声
』
と
『
音
』
と
を
与
へ
る
こ
と
」
を
紹
介
し
つ
つ
、
「
目
で
読
む
詩
か
ら
、
口
で
語
り
、
歌
ひ
、
そ
れ
を
耳
で
聴
く
と
こ
ろ
の
詩
の
再
興
」
を
求
め
る
加
藤
の
見
解
も
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
を
反
映
さ
せ
た
発
言
で
あ
ろ
う
。
『
人
形
』
で
も
、
十
一
年
二
月
号
に
稲
田
今
日
介
「
詩
の
朗
読
に
つ
い
て
照
井
瓔
三
氏
に
訊
ね
る
」
が
、
八
月
号
に
は
加
藤
も
出
席
し
た
朗
読
会
を
報
告
し
た
Ｏ

Ｐ
Ｑ
「
東
京
詩
人
楽
部
の
『
詩
朗
読
会
』
を
聴
く
」
が
載
り
、
こ
の
論
以
後
も
長
田
恒
雄
「
詩
朗
読
論
」 （
十
二
年
五
月
～
六
月
号
）、
長
田
「
『
詩
の
夕
』
の
報
告
」
、
田
中
令
三
「
東
京
詩
人
ク
ラ
ブ
主
催
『
詩
の
夕
』
の
印
象
」
（
十
三
年
三
月
号
）、
草
野
心
平
「
朗
読
一
歩
前
進
」
（
十
三
年
四
月
号
）
と
、
朗
読
や
朗
読
会
へ
の
関
心
の
高
さ
は
『

人
形
』
の
誌
面
に
も
現
れ
て
い
た
。
た
だ
し
加
藤
は
こ
こ
で
は
、
詩
の
音
楽
的
要
素
へ
の
着
目
を
、
朗
読
へ
の
言
及
で
は
な
く
、「
社
会
的
発
展
策
」
の
具
体
例
へ
と
展
開
し
、
論
の
末
尾
で
は
「
定
形
詩
運
動
」
と
合
体
さ
せ
た
ロ
ー
マ
字
詩
が
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
「
詩
壇
的
私
語
」
で
の
提
唱
に
続
き
、
加
藤
は
『
人
形
』
を
舞
台
に
し
た
ロ
ー
マ
字
詩
の
実
作
運
動
を
呼
び
掛
け
て
い
っ
た
。
説
明
が
や
や
簡
略
で
あ
っ
た
た
め
か
、
「
ロ
ー
マ
字
詩
運
動
の
理
由
」
で
は
、「
今
日
詩
の
形
態
が
問
題
に
さ
れ
て
ゐ
る
」
状
況
と
、
さ
ら
に
「
…
日
本
の
在
来
の
詩
の
欠
陥
た
る
『
音
』
の
問
題
」
の
指
摘
を
通
し
て
、
ロ
ー
マ
字
詩
が
求
め
ら
れ
る
背
景
や
意
義
が
論
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
『
人
形
』
で
の
投
稿
欄
設
置
も
予
告
さ
れ
、
五
月
号
「
編
輯
後
記
」
で
も
、
「
本
誌
を
中
心
に
し
て
ロ
ー
マ
字
詩
の
実
際
運
動
に
か
ゝ
る
。
」
と
「
第
一
歩
を
踏
み
出
す
」
姿
勢
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。
こ
の
五
月
号
に
は
大
島
博
光
が
試
作
し
た
「
E
l eg
ie」
が
、
さ
ら
に
六
月
号
に
は
大
島
が
ロ
ー
マ
字
表
記
で
訳
し
た
ア
ラ
ゴ
ン
の
「
20-S
eik
i」
が
載
り
、
そ
の
後
も
投
稿
以
外
で
は
八
月
号
に
山
本
紅
児
の
「
S
iro
i
T
o
ri」
が
、
九
月
号
に
は
川
路
柳
虹
の
二
作
「
A
k
i
n
o
S
u
e」
「
B
y
o
u
in
」
が
掲
載
さ
れ
、
加
藤
の
奨
励
に
応
え
た
成
果
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
加
藤
の
姿
勢
を
支
援
す
る
論
も
掲
載
さ
れ
、
実
作
を
発
表
し
た
川
路
は
同
じ
九
月
号
に
「
ロ
ー
マ
字
綴
り
に
つ
い
て
」
を
寄
稿
し
、
喜
志
邦
三
に
よ
る
十
二
月
号
の
詩
壇
展
望
「
戦
争
詩
、
韻
律
の
問
題
な
ど
昭
和
十
二
年
度
詩
界
の
回
顧
」
で
も
韻
律
の
問
題
に
関
連
さ
せ
て
「
…
『
音
』
の
世
界
、
音
楽
美
の
世
界
を
、
も
う
一
度
詩
人
の
手
に
奪
還
し
よ
う
と
す
る
運
動
」
と
の
加
藤
の
意
図
に
沿
っ
た
理
解
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
投
稿
掲
載
を
見
れ
ば
、
八
月
号
に
六
編
が
掲
載
さ
れ
た
後
は
、
十
二
年
の
号
に
は
掲
載
さ
れ
ず
、
通
信
欄
「
人
ぎ
よ
う
の
家
」
に
も
、
「
あ
れ
や
こ
れ
や
と
苦
心
し
て
、
漸
く
精
一
杯
の
ロ
ー
マ
字
詩
を
作
り
ま
し
た
。
思
ふ
や
う
に
思
想
を
紙
面
に
表
し
得
な
い
の
が
、
何
よ
り
残
念
で
す
。
」
（
八
月
号
）、
「
ロ
ー
マ
字
詩
は
ち
よ
つ
と
む
づ
か
し
く
つ
て
…
」
（
十
月
号
）
と
あ
る
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
字
詩
を
敬
遠
す
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
意
識
し
て
か
、
加
藤
は
「
本
年
の
本
誌
投
稿
作
品
」
（
十
二
月
号
）
で
は
、
再
度
ロ
ー
マ
字
詩
の
意
義
を
強
調
し
た
後
、
「
…
第
一
歩
し
か
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
が
、
明
年
は
こ
の
運
動
の
た
め
に
活
発
な
行
動
を
起
す
こ
と
を
計
画
し
て
ゐ
る
。
」
と
し
て
、
積
極
的
な
投
稿
を
募
っ
て
い
る
。
し
か
し
十
三
年
以
降
十
四
年
の
号
ま
で
、
投
稿
募
集
欄
に
ロ
ー
マ
字
詩
は
記
載
さ
れ
る
も
の
の
、
投
稿
作
品
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
ロ
ー
マ
字
詩
運
動
は
問
題
提
起
の
段
階
か
ら
ほ
と
ん
ど
進
む
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
（３）
Ⅱ詩
壇
に
見
ら
れ
た
「
定
形
詩
又
は
律
格
詩
」
の
傾
向
を
受
け
て
、
ロ
ー
マ
字
詩
へ
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
る
一
方
、
十
二
年
の
『
人
形
』
に
は
、「
定
形
詩
又
は
律
格
詩
」
の
重
視
だ
け
で
は
な
く
、
同
時
代
の
新
し
い
詩
壇
動
向
に
注
目
す
る
動
き
も
う
か
が
え
る
。
ロ
ー
マ
字
詩
の
提
案
が
読
者
へ
の
投
稿
募
集
と
な
り
、
投
書
雑
誌
の
性
格
を
浮
上
さ
せ
た
の
に
対
し
、
こ
の
動
き
は
、
新
し
い
詩
の
動
向
に
視
点
を
あ
て
、
批
評
す
る
こ
と
で
、
『
人
形
』
の
詩
誌
と
し
て
の
性
格
を
強
め
た
と
思
わ
れ
、
同
時
代
の
動
向
と
連
動
し
た
誌
面
構
成
が
、
十
二
年
の
『
人
形
』
に
は
現
れ
て
い
る
。
こ
の
方
向
が
出
さ
れ
た
背
景
に
は
、
門
田
穣
に
代
わ
っ
て
大
島
博
光
が
「
人
形
社
」
に
入
社
（
「
編
輯
後
記
」
三
月
号
）
し
、
加
藤
を
支
え
て
編
集
を
担
当
し
て
い
っ
た
経
緯
も
影
響
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
大
島
は
「
ア
ル
チ
ウ
ル
ラ
ン
ボ
ウ
伝
」
（
八
年
九
月
～
九
年
六
月
号
）
か
ら
『
人
形
』
に
寄
稿
を
始
め
、
以
後
フ
ラ
ン
ス
詩
人
の
評
伝
、
訳
詞
、
エ
ッ
セ
イ
、
詩
等
を
発
表
し
て
き
た
西
條
の
門
下
生
で
、
入
社
後
も
編
集
の
傍
ら
、
「
季
節
は
づ
れ
の
放
浪
」
（
十
二
年
九
月
～
十
四
年
四
月
号
）
を
始
め
、
創
作
、
翻
訳
、
詩
論
等
を
『
人
形
』
に
執
筆
し
て
い
く
が
、
十
二
年
か
ら
十
四
年
に
は
『
新
領
土
』
に
も
参
加
す
る
よ
う
な
新
し
い
詩
運
動
の
担
い
手
で
も
あ
り
、
『
人
形
』
と
最
新
の
詩
動
向
を
ぐ
位
置
に
い
た
。
さ
ら
に
読
者
か
ら
「
新
鋭
詩
人
」
の
執
筆
を
求
め
る
声
や
詩
論
へ
の
注
目
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
、
同
時
代
の
詩
動
向
へ
の
視
線
を
促
す
要
因
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
四
月
号
「
人
ぎ
よ
う
の
家
」
に
は
「
…
所
謂
大
家
の
み
で
な
く
新
鋭
詩
人
例
へ
ば
人
形
同
人
で
は
丹
野
正
氏
等
の
詩
、
エ
ツ
セ
イ
を
ド
シ
ド
シ
載
せ
て
下
さ
い
。
曾
つ
て
の
新
鋭
詩
人
一
人
一
論
集
な
ど
懐
し
き
限
り
で
す
。
」
と
の
投
稿
が
寄
せ
ら
れ
、
十
年
六
月
号
か
ら
十
月
号
に
連
載
さ
れ
、
丹
野
も
執
筆
し
て
い
た
「
新
鋭
詩
人
一
人
一
論
集
」
の
よ
う
な
企
画
へ
の
期
待
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
こ
の
投
稿
に
あ
る
よ
う
に
、
『
人
形
』
は
「
大
家
」
か
ら
の
寄
稿
を
誌
の
特
長
と
し
、
十
二
年
の
号
で
い
え
ば
、
詩
論
で
は
萩
原
朔
太
郎
「
抒
情
詩
と
リ
リ
シ
ズ
ム
」
（
五
月
号
）
の
よ
う
な
、
著
名
な
詩
人
に
よ
る
啓
蒙
的
な
エ
ッ
セ
イ
が
誌
面
に
掲
載
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
十
年
の
号
に
見
ら
れ
た
「
新
鋭
詩
人
」
に
よ
る
詩
論
執
筆
が
、
十
一
年
の
号
に
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
若
い
世
代
か
ら
の
詩
論
が
再
び
十
二
年
の
号
に
現
れ
る
点
で
、
投
稿
者
の
要
望
に
応
え
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
詩
の
飛
躍
が
、
詩
人
の
運
動
が
注
目
さ
れ
て
ゐ
る
。
最
近
、
詩
の
発
展
と
共
に
当
然
詩
論
の
隆
盛
も
刮
目
す
べ
き
で
あ
る
。
」
（
「
人
ぎ
よ
う
の
家
」
六
月
号
）
の
よ
う
な
最
近
の
詩
状
況
へ
の
関
心
も
寄
せ
ら
れ
、
読
者
か
ら
の
要
望
も
、
同
時
代
の
詩
壇
動
向
に
視
線
を
向
け
た
企
画
を
進
め
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
新
し
い
詩
壇
動
向
に
目
を
向
け
た
詩
論
と
し
て
は
、
五
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
大
島
の
「
詩
壇
時
評
」
が
あ
げ
ら
れ
る
。
複
数
詩
誌
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
へ
の
批
評
と
と
も
に
、
「
新
鋭
詩
人
」
で
あ
る
自
己
の
直
面
し
て
い
る
問
題
を
率
直
に
語
り
、
新
し
い
詩
運
動
の
姿
が
内
側
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
「
新
鋭
詩
人
」
か
ら
の
詩
論
と
し
て
、
丹
野
正
「
詩
の
再
認
識
」
、
安
藤
一
郎
「
現
代
詩
の
環
境
通
俗
性
と
い
ふ
こ
と
に
就
い
て
」
の
二
論
が
九
月
号
に
載
る
が
、
十
二
年
の
号
に
掲
載
さ
れ
た
詩
論
の
中
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
翌
十
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
原
一
郎
の
「
詩
の
即
時
代
性
と
超
時
代
性
『
新
領
土
』
と
『
V
O
U
』
と
の
態
度
に
触
れ
て
」
で
は
な
い
か
。
原
は
「
新
鋭
詩
人
」
で
は
な
く
、
複
数
の
詩
誌
に
詩
論
を
精
力
的
に
発
表
し
、
こ
の
論
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
『
現
代
詩
の
諸
問
題
』
（
３
）
を
刊
行
し
て
い
た
新
鋭
の
詩
論
家
で
、
大
島
と
は
逆
に
外
側
か
ら
新
し
い
動
き
を
批
評
し
た
こ
の
論
で
は
、『
新
領
土
』
と
『
Ｖ
Ｏ
Ｕ
』
の
作
品
に
「
…
即
時
代
性
の
み
を
持
つ
て
、
超
時
代
性
を
併
せ
持
つ
こ
と
が
な
い
」
点
が
指
摘
批
判
さ
れ
て
い
る
。
「
…
詩
壇
に
大
き
な
波
紋
を
描
い
た
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
二
月
号
）
と
さ
れ
（４）
る
原
の
論
は
、
早
速
反
応
を
呼
び
、
『
新
領
土
』
第
二
巻
第
七
号
（
12

11）
で
は
上
田
保
が
「
原
一
郎
氏
の
論
理
」
で
反
論
を
加
え
、『
人
形
』
十
二
月
号
に
は
、「
本
誌
十
月
号
原
一
郎
氏
の
エ
ツ
セ
イ
に
対
す
る
二
つ
の
抗
議
と
主
張
」
と
題
し
て
、
近
藤
東
「
詩
の
な
い
時
代
原
一
郎
氏
へ
」
と
北
園
克
衛
「
V
O
U
ク
ラ
ブ
と
そ
の
外
隔
線
」
が
掲
載
さ
れ
、
原
の
論
理
へ
の
疑
問
が
投
げ
掛
け
ら
れ
た
。
両
者
か
ら
の
反
論
を
、
加
藤
は
「
『
新
領
土
』
と
『
Ｖ
Ｏ
Ｕ
』
か
ら
原
氏
に
対
す
る
抗
議
反
駁
を
聞
く
こ
と
も
極
め
て
適
切
な
こ
と
だ
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
十
二
年
十
二
月
号
）
と
述
べ
る
が
、
『
人
形
』
は
こ
う
し
た
相
互
の
視
点
を
示
す
こ
と
で
、
同
時
代
の
詩
壇
動
向
へ
の
展
望
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
十
二
年
の
『
人
形
』
に
つ
い
て
、
村
野
四
郎
が
「
…
加
藤
憲
治
と
大
島
博
光
と
に
よ
つ
て
、
多
く
の
詩
の
ア
マ
チ
ユ
ア
乃
至
は
初
心
者
に
現
代
詩
に
関
す
る
正
当
適
切
な
解
説
を
与
へ
た
。
こ
れ
は
編
輯
者
の
新
し
く
、
且
つ
広
い
学
識
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
」
（
４
）
と
評
価
す
る
の
も
、
こ
う
し
た
『
人
形
』
の
姿
勢
が
影
響
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
十
二
年
の
『
人
形
』
は
、
加
藤
に
よ
る
「
定
形
詩
又
は
律
格
詩
」
の
方
向
が
打
ち
出
さ
れ
る
一
方
、
同
時
代
の
詩
動
向
を
一
つ
の
視
点
に
偏
る
こ
と
な
く
論
じ
る
動
き
も
確
認
で
き
る
。
Ⅲ
詩
誌
の
性
格
を
強
め
て
い
く
傾
向
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
、
十
二
年
の
『
人
形
』
に
は
徐
々
に
戦
時
色
も
現
れ
て
き
た
。
加
藤
の
「
編
輯
後
記
」
で
は
、
日
中
開
戦
後
の
九
月
号
か
ら
戦
争
と
詩
を
関
連
付
け
た
記
述
が
見
え
始
め
、
十
二
月
号
で
は
「
戦
争
は
民
族
的
偉
大
な
る
崇
高
な
る
前
進
曲
で
あ
り
、
詩
で
あ
る
。
」
と
の
発
言
も
な
さ
れ
て
い
る
。
誌
面
で
は
、
ま
ず
投
稿
欄
の
小
唄
欄
に
戦
争
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
が
登
場
し
、
そ
の
数
を
増
加
さ
せ
て
い
っ
た
。
例
え
ば
十
月
号
の
「
推
薦
小
唄
」
に
は
、
「
暗
雲
北
支
」
と
題
し
た
作
品
が
載
り
、
十
一
月
号
に
な
る
と
、
「
推
薦
小
唄
」
四
編
の
う
ち
、
「
皇
軍
進
撃
の
唄
」
「
空
の
騎
士
」
「
戦
地
便
り
」
で
三
編
を
占
め
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
も
こ
の
傾
向
は
続
き
、
翌
十
三
年
一
月
号
で
の
小
唄
投
稿
欄
を
見
れ
ば
、
掲
載
さ
れ
た
十
二
作
中
の
八
作
が
戦
争
を
題
材
に
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
投
稿
者
の
志
向
に
応
え
る
よ
う
に
、
十
二
年
十
一
月
号
の
「
編
輯
後
記
」
に
は
、
十
三
年
二
月
の
「
読
者
作
品
号
」
で
の
戦
時
歌
謡
欄
の
新
設
と
、「
こ
の
時
局
に
関
し
た
国
民
精
神
の
汪
し
た
も
の
」
の
募
集
が
告
げ
ら
れ
、
予
告
通
り
二
月
号
に
は
、「
特
選
戦
時
歌
謡
集
」
の
欄
に
十
六
作
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
三
月
号
か
ら
は
「
…
諸
君
の
高
ら
か
な
且
つ
れ
る
ば
か
り
の
国
民
意
識
を
歌
謡
の
形
式
に
盛
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
、
要
求
す
る
。
」
（
「
編
輯
後
記
」
二
月
号
）
と
し
て
、
戦
時
歌
謡
欄
へ
の
毎
号
募
集
が
始
ま
り
、
十
四
年
十
二
月
号
ま
で
は
毎
号
に
、
十
五
年
の
号
で
は
九
月
号
か
ら
十
二
月
号
に
、
十
六
年
一
月
号
か
ら
は
十
七
年
一
月
号
ま
で
投
稿
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
い
っ
た
。
新
設
さ
れ
た
戦
時
歌
謡
欄
の
運
営
を
支
え
て
い
た
の
は
、
他
の
種
目
で
活
躍
し
て
い
た
投
稿
者
か
ら
の
参
加
で
は
な
か
っ
た
か
。
十
二
年
十
一
月
号
に
載
っ
た
「
皇
軍
進
撃
の
唄
」
の
作
者
出
流
川
き
よ
し
は
、
九
年
の
号
か
ら
掲
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
投
稿
者
で
、
小
唄
で
実
績
を
重
ね
戦
時
歌
謡
欄
の
新
設
と
と
も
に
投
稿
の
中
心
を
戦
時
歌
謡
に
移
し
、
十
三
年
の
号
で
は
新
設
さ
れ
た
二
月
号
以
降
、
八
回
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
。
出
流
川
き
よ
し
同
様
、
二
月
号
の
推
薦
欄
に
掲
載
さ
れ
、
出
流
川
を
入
れ
て
加
藤
か
ら
「
小
唄
に
お
け
る
三
羽
烏
」
（
「
本
誌
読
者
作
品
の
一
年
」
十
三
年
十
二
月
号
）
と
呼
ば
れ
た
内
の
一
人
で
あ
る
瀬
川
忠
司
も
、
出
流
川
と
似
た
投
稿
行
動
を
示
し
、
十
年
頃
の
号
よ
り
小
唄
欄
で
の
推
薦
掲
載
を
繰
り
返
し
た
後
、
二
月
号
か
ら
戦
時
歌
謡
で
活
躍
し
、
十
三
年
の
号
で
は
六
回
の
推
薦
を
受
け
て
い
る
。
小
唄
以
外
か
ら
の
参
加
者
も
見
受
け
ら
れ
、
新
設
さ
れ
た
二
月
号
の
推
薦
欄
ト
ッ
プ
に
「
防
共
協
定
の
歌
」
が
掲
載
さ
れ
た
中
村
朔
二
は
、
十
二
年
の
号
で
は
加
藤
か
ら
は
「
次
の
王
座
を
覗
つ
て
ゐ
る
」
（
「
本
年
の
（５）
本
誌
投
稿
作
品
」
十
二
年
十
二
月
号
）
小
曲
の
新
人
と
紹
介
さ
れ
た
よ
う
に
、
小
曲
欄
で
活
躍
し
て
い
た
投
稿
者
で
、
十
二
年
十
一
月
号
「
人
ぎ
よ
う
の
家
」
で
は
小
曲
論
を
述
べ
、
十
三
年
一
月
号
の
「
人
ぎ
よ
う
の
家
」
で
も
、
京
都
支
部
例
会
で
の
小
曲
論
議
を
紹
介
し
て
い
る
。
他
の
投
稿
者
に
も
中
村
の
よ
う
な
例
は
見
ら
れ
、
十
三
年
九
月
号
の
戦
時
歌
謡
に
推
薦
さ
れ
た
阿
部
圭
一
郎
は
、
十
二
年
九
月
号
の
「
第
一
回
人
形
支
部
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
」
で
は
詩
で
入
選
を
果
た
し
、
さ
ら
に
童
謡
で
の
推
薦
を
重
ね
た
経
歴
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
他
の
種
目
で
実
績
を
重
ね
た
投
稿
者
の
参
加
が
、
「
戦
時
歌
謡
」
に
活
気
を
も
た
ら
し
た
と
は
い
え
、
中
村
や
阿
部
の
参
加
は
か
の
期
間
で
、
中
村
は
二
月
号
に
戦
時
歌
謡
が
掲
載
さ
れ
る
傍
ら
、
以
前
か
ら
力
を
発
揮
し
て
い
た
小
曲
で
「
推
薦
十
五
人
集
」
欄
に
投
稿
作
が
載
り
、
十
三
年
の
号
で
は
戦
時
歌
謡
で
三
回
推
薦
さ
れ
た
後
は
、
十
四
年
の
号
以
降
投
稿
の
軸
を
小
唄
と
童
謡
に
移
し
て
い
く
。
阿
部
も
同
様
に
、
十
四
年
以
降
は
戦
時
歌
謡
で
の
掲
載
は
な
く
、
小
曲
と
童
謡
に
掲
載
が
見
ら
れ
る
。
「
三
羽
烏
」
に
数
え
ら
れ
た
瀬
川
も
、
十
四
年
に
準
同
人
に
推
薦
さ
れ
た
後
、
し
ば
ら
く
は
「
戦
時
歌
謡
」
を
発
表
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
発
表
形
態
を
詩
へ
移
し
、
出
流
川
も
十
四
年
三
月
号
で
の
掲
載
以
降
『
人
形
』
で
の
掲
載
は
見
ら
れ
な
く
な
る
。
十
三
年
の
戦
時
歌
謡
欄
で
活
躍
し
て
い
た
有
力
な
投
稿
者
た
ち
が
、
そ
の
後
も
同
欄
に
力
を
注
い
で
い
く
姿
を
誌
面
か
ら
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ず
、
投
稿
誌
面
を
見
る
限
り
、
戦
時
歌
謡
の
活
況
は
一
時
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
加
藤
は
、
十
三
年
の
投
稿
傾
向
を
ま
と
め
た
「
本
誌
読
者
作
品
の
一
年
」
で
、
投
稿
童
謡
と
比
較
し
て
「『
小
唄
』『
歌
謡
』
の
方
が
量
的
に
も
下
降
的
情
勢
に
あ
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
翌
十
四
年
の
「
本
年
の
読
者
作
品
に
つ
い
て
」
（
十
四
年
十
二
月
号
）
で
も
、
詩
、
小
曲
、
童
謡
の
投
稿
量
増
大
に
対
し
「
小
唄
、
戦
時
歌
謡
が
著
し
く
減
少
し
」
た
「
萎
縮
し
た
観
」
を
語
っ
て
い
る
。
十
三
年
に
見
ら
れ
る
「
下
降
的
情
勢
」
は
以
後
も
改
善
さ
れ
ず
、
新
設
当
初
に
期
待
さ
れ
た
程
、
『
人
形
』
の
読
者
は
戦
時
歌
謡
に
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
本
誌
読
者
作
品
の
一
年
」
を
加
藤
は
「
今
年
の
読
者
作
品
に
時
代
的
色
彩
と
い
ふ
よ
り
は
支
那
事
変
が
齎
す
と
こ
ろ
の
色
彩
、
傾
向
、
投
影
、
又
は
特
質
と
い
ふ
も
の
が
予
期
し
た
程
見
出
せ
な
い
。」
の
一
文
か
ら
始
め
て
い
る
が
、
戦
時
歌
謡
欄
の
動
向
に
も
、
こ
う
し
た
『
人
形
』
投
稿
者
の
姿
勢
が
見
出
せ
る
の
で
あ
り
、
十
二
年
の
投
稿
欄
か
ら
う
か
が
わ
れ
始
め
た
戦
時
色
は
、
十
三
年
の
段
階
で
は
深
化
さ
れ
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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岡
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」
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』
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）
資
料
調
査
で
は
、
日
本
近
代
文
学
館
、
神
奈
川
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
を
頂
い
た
。
ま
た
『
現
代
詩
1920

1944
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
作
品
要
覧
』
（
和
田
博
文
監
修
二
〇
〇
六
年
十
月
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
）
並
び
に
『
現
代
詩
誌
総
覧
⑥
都
市
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
光
と
影
Ⅱ
』
（
現
代
詩
誌
総
覧
編
集
委
員
会
編
一
九
九
八
年
七
月
同
右
）『
現
代
詩
誌
総
覧
⑦
十
五
年
戦
争
下
の
詩
学
』
（
現
代
詩
誌
総
覧
編
集
委
員
会
編
一
九
九
八
年
十
二
月
同
右
）
を
活
用
さ
せ
て
頂
い
た
。
併
せ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
い
の
く
ま
ゆ
う
じ
日
本
語
日
本
文
学
科
教
授
近
代
文
化
研
究
所
所
長
）
（６）
